






 

研究目的 

 染色体異常症のうちで最も頻度の高いダウン症の核型は,その 90%以上が 21

トリソミーで,トリソミーをきたす不分離は母年令と強い相関の下に発生する

ことが知られている。即ち,母が 30 才未満のときの発生率は 0.1%以下である

が,30 才を越えるとほぼ指数的に上昇し,40 才以上では 1%以上になる。このこ

とから,ダウン症は不分離を誘発する環境変異源のモニターの目的に好都合な

形質であるが,母年令分布は時代と共に変動するので,モニターすべき指標は,

ダウン症の粗発生率ではなく,むしろ母年令別特殊発生率であると云わねばな

らない。 


